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{践的}市町村が実施している否認齢者選数救護では，
参加している潟齢者自身が身体機能の維持増進効果を
鰯易に抱援するために，簡易な体力テストと道j接的に
緩解できる体力年齢評{訴が繁求されている.そこで本
研究では，鱗易な体力パフォーマンステスト成績を用
いた体力年齢尺度を構成するために，文部科学省新体
力テλト(65品79殺〉成績から体力年齢尺夜を機成する
ことを践的とした. [プ5法}機本からのバイアス(襟本
による線界の影響〉を縮小し，汎用性のある体力年齢
尺度を構成するために，文部科学省体力"透勤務カ務
委を報告欝に公表されている性別年齢階級ごとの平均イ患
をヂータとした.年齢基準体力評価尺皮i立総合的な体
力年齢と 6下位領域ごとの体力年齢とした.体力年齢
尺度を構成するために単邸矯(線形)モデルを連用して，
性5JU'ニ5綾段級ごとの体力テスト合計点の平均値から
5議階級の中央催年齢を推定した.I可様に筋力年齢は
握力から，筋持久カ年齢はよ体起こしから，梁軟性年
齢は授E主体前題から，平衡性(バランス)年齢は関級片
足立ちから，巧綴性年齢は10m障審物歩行から，全身
持久力年寄金は6分間歩行から，それぞれ性別に推定し
た. [結楽}努牲の体力年齢尺度では. y出品1.3162X
十1l8.24(X:体力テスト合計点.Y:体力年総)の推定
式が得られ，決定係数は0.9924であった.女子では，
体力年齢出-1.2003X + 112.71の捻定式が得られ，決
定係数は0.9999であった. [考察}運動教室に参加す
る高齢者への効果は，身体機能，精神機能，生活機能
の維持増進が期待されている.後期高殿考では，重要介
護予防や寝たきり予防のために歩行機能の維持増進が
綴待されている.市町村が実施する高齢者の鑓燦数獲
では滋 2@殺援で 1翻60分前後の遂動プログラムが実
施されており，継続的参加は身体機絡や生活機能の維
持増進することが検経されている.運動教箆への継続
的参加を動機付け，成楽を鮫島に確認するためには，
簡易なパフォーマンス昔話安定と遊感的に理解できる許悩
方法から構成される簡易体力チェック方法が必要不可
欠である.本研究では高齢者の逮動教笈のニーズに対
応して，鰭易なパフォーマンステスト，金0綾に2毒づ
く評錨基準，護[l惑的に漣解できる年齢基準体力喜子舗の
条件を満足する方法として，文部科学省新体力テスト
(65叫79綾)6項目と体力テスト合計点から総合評儲お
よび各下位領域における体力年齢推定またを努女別に作
成した.努女ともに推定式の決定係数は良好であり，
単邸機モデルで充分な精度で推定できることが確認さ
れた. しかしながら， 5綾階級の平均値から捻交をして
いるために， 6点目的点の体力テスト合計二布、の範訟は包
舎できず，体力テスト合針点の筒織では体力年議舎が過
剰推定され， 100議以上および39歳以下の体力年鈴が
鍛定された.単鼠滞モデル以外の数穣モデルの述。般に
よる体力年齢の過剰緩まさの改撃が今後の検討課題とし
て残されている.
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